
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
鬼
は
外

一
度
で
い
い
か
ら

豆
投
げ
た
い
）
（
さ
か
ら
わ
ず

い
つ
も
笑
顔
で

従
わ
ず) 

（
す
き
焼
き
に

時
短
の
父
の

席
は
な
く
）
（
い
い
家
内

10
年
経
っ
た
ら

お
っ
家
内
）

た
。会

議
で
は
、
自
治
体
要

望
関
係
、
推
薦
県
・
市
議

に
よ
る
政
策
学
習
会
や
首

長
と
の
意
見
交
換
の
場
づ

く
り
、
各
産
別
か
ら
の
産

業
政
策
的
提
言
な
ど
を
求

め
て
い
く
事
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
、
地
協
委
員
会
前
の

学
習
会
等
に
つ
い
て
協
議

し
た
。
ま
た
、
連
合
評
価

委
員
会
報
告
や
労
福
協

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
学
習

会
、
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
へ

の
次
世
代
を
担
う
若
者
の

受
講
募
集
な
ど
を
協
議
し

た
。１

月

19

日(

木)

に
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か
ら
デ
モ
行
進
で
ア
オ
ー

レ
長
岡
に
集
合
す
る
事
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
に
よ

る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ(

家

庭
に
あ
る
缶
詰
や
レ
ト
ル

ト
食
品
な
ど
を
募
り
必
要

と
し
て
い
る
団
体
に
寄
付

す

る

活

動)

や
、
プ

ラ

カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
も
昨

年
同
様
に
行
う
事
と
し

た
。
な
お
、
記
念
講
演
は

次
回
担
当
者
会
議(

２
月

８
日)

に
向
け
検
討
し
て

い
く
事
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
計
画
内
容

は
、
例
年
の
平
和
活
動
、

市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

連
携
活
動
、
田
植
え
と
稲

刈
り
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

会
活
動
へ
の
支
援
と
連
携

等
の
計
画
づ
く
り
を
行
っ

た
。１

月

12
日(

木)

に
は

政
策
福
祉
担
当
者
会
議

(

横
澤
副
議
長
担
当)

が
、

地
協
事
務
局
で
開
か
れ

国
民
市
民
担
当
者
会
議

(

火
山
副
議
長
担
当)

は
、

１
月

11
日(

水)

午
後
６

時

30
分
か
ら
地
協
事
務

局
で
開
い
た
が
、
当
日
は

各
幹
事
の
都
合
が
悪
く
、

火
山
副
議
長
が
昨
年
の
年

間
活
動
を
も
と
に
し
た
計

画
づ
く
り
と
な
っ
た
。

年
間
計
画
の
最
大
課
題

は
、
第

88

回
メ
ー
デ
ー

長
岡
地
区
大
会
で
、
例
年

通
り
開
催
日
は
５
月
１
日

(

月)

と
し
、
市
内
３
箇
所

(

新
町
神
明
児
童
公
園
・

明
治
公
園
・
防
止
公
園)

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

今
、
大
学
生
の
２
人
に

１
人
が
奨
学
金
を
利
用

し
、
社
会
人
と
し
て
の
出

発
点
か
ら
平
均
し
て
約
３

０
０
万
円
も
の
借
金
返
済

の
負
担
を
負
っ
て
い
る
。

学
費
の
高
騰
、
家
計
収
入

の
減
少
に
よ
り
、
奨
学
金

を
利
用
し
な
け
れ
ば
、
進

学
で
き
な
い
状
況
と
、
社

会
に
出
て
も
不
安
定
な
雇

用
で
十
分
な
収
入
が
得
ら

れ
ず
、
奨
学
金
を
「
返
し

た
く
て
も
返
せ
な
い
」
人

の
増
加
な
ど
の
現
状
を
訴

え
た
。 

監
査
の
交
替
を
確
認
し

た
。
次
に
、
第

13

回
幹

事
会(

11
月

11
日)

以
降

の
諸
活
動
と
当
面
す
る
活

動
を
審
議
し
決
定
し
た
。

７
時

10
分
か
ら
は
今

井
・
金
子
両
顧
問
、
小
堺

前
副
議
長
、
今
井
前
幹

事
、
富
岡
前
幹
事
と
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
３
役
を
交
え
て
、

賑
や
か
な
新
旧
役
員
引
継

ぎ
会
と
な
っ
た
。

連
合
中
越
地
協
は
、

｢

ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応

援
団
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

の
一
環
で
、
１

月
13
日
日
中
に｢

給
付
型

奨
学
金
創
設｣

を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

こ
れ
は
、
労
働
者
福
祉

中
央
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
連
合
と

し
て
も
賛
同
し
て
い
る
。

り
強
く
交
渉
し
て
行
こ

う｣

等

と

述

べ

た
。
ま

た
、
第
１
回
幹
事
会
は
連

合
新
潟
と
の
対
話
会
を
兼

ね
て
お
り
、
筒
井
連
合
新

潟
副
事
務
局
長
が
参
加

し
、
政
治
関
係
と
組
織
拡

大
に
つ
い
て
挨
拶
で
触
れ

ら
れ
た
。

幹
事
会
で
は
、
先
ず
青

年
女
性
委
員
会(

Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト)

総
会
と
各
支
部

総
会
を
受
け
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト
枠
幹
事
と
見
附
地
区
支

部
枠
幹
事
の
交
替
、
産
別

役
員
の
交
替
に
よ
る
会
計

協
事
務
局
で
開
催
さ
れ

た
。最

初
に
、

17
春
季
生

活
闘
争
関
係
と
し
て
、
連

合
新
潟
春
闘
方
針
の
説

明
、
地
協
四
役
に
よ
る
民

間
単
組
激
励
訪
問
、
連
合

新
潟
会
長
・
事
務
局
長
の

単
組
訪
問
を
例
年
通
り
行

う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

９
日
か
ら
の｢

な
ん
で
も

相
談
ダ
イ
ヤ
ル｣

の
実
施

体
制
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
街

宣
を
確
認
し
た
。

ま
た
、

28
日
に
行
う

｢

民
間
・
医
療
・
公
務
部

門
連
絡
会｣

、
ト
ラ
ブ
ル

防
止
と
し
て
の
労
働
基
準

法

な

ど

を

ま

と

め

た

｢

知
っ
手
帳｣

を
２
月
末
を

目
途
に
配
布
し
活
用
を
図

る
こ
と
等
を
確
認
し
た
。

連
合
中
越
地
協
第
１
回

幹
事
会
が
、

12
月

20
日

(

火)

午
後
６
時

30
分
か

ら
開
か
れ
、
当
面
の
課
題

を
協
議
決
定
し
た
。

矢
島
議
長
は
挨
拶
で
、

春
闘
関
係
に
触
れ｢

企
業

の
内
部
留
保
は
最
大
に

な
っ
て
お
り
、
企
業
収
益

を
分
配
さ
せ
る
よ
う
、
粘

は
、
教
宣
文
化
担
当
者
会

議(

羽
賀
副
議
長
担
当)

が
、
開
催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
例
年
ど
お

り
に
機
関
紙｢
れ
ん
ご
う

中
越
地
協｣

の
月
３
回
定

例
発
行
や
き
め
細
や
か
な

Ｈ
Ｐ
更
新
、
Ｆ
Ｍ
や
新
聞

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
、
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
を
行

う
事
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
恒
例
の
勤
労
者
ゆ
と

り
釣
魚
大
会
は
６
月

10

日(

土)

、
囲
碁
将
棋
大
会

は
、
７
月

23
日(

日)

に

開
催
す
る
計
画
と
し
た
。

４
専
門
部
の
担
当
者
会

議
最
終
と
し
て
組
織
生
活

担
当
者
会
議(

松
野
副
議

長)

が
、
１
月
23
日(

月)

午
後
６
時

30
分
か
ら
地

 

連
合
中
越
地
協
４
専
門
部

組
織
生
活
・
政
策
福
祉
・
教
宣
文
化
・
国
民
市
民
が
担
当
者
会
議
開
く
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１
月
８
日
、
県
内
各
地
で
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
地
元
の

出
初
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
新
潟
県
の
登
録
消
防
団

員
数
を
ご
存
知
で
す
か
？
。
３

７
，
８
２
７
人
で
、
な
ん
と
全

国
第
２
位
な
ん
で
す
よ
。
知
っ

て
ま
し
た
？
。
ち
な
み
に
第
１

位
は
、
兵
庫
県
で
４
２
，
７
１

１
人
だ
そ
う
で
す
▼
た
だ
、
団

員
数
は
昭
和

40
年
か
ら
年
々

減
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状

で
、
さ
ら
に
若
い
方
の
団
員
が

非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
消
防
団
員
は
普
段
本
業
を

持
ち
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に

活
動
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
（
80
．
６
％
）
が
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
だ
そ
う
で
す
▼
昨
年

12
月

22
日
に
発
生
し
た
糸
魚

川
市
大
規
模
火
災
で
は
、
昼
前

に
発
生
し
翌
日
夕
方
ま
で
約
30

時
間
燃
え
続
い
た
の
は
、
強
風

の
影
響
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
昼
間
の
団
員
不
在
に
よ
る

初
期
消
火
の
遅
れ
な
ど
即
応
能

力
の
低
下
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
雇
用
主

で
あ
る
事
業
所
側
の
理
解
・
協

力
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る

時
代
で
す
が
、
ま
ず
は
一
人
ひ

と
り
の
防
火
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
今
年
は
大
き

な
災
害
が
無
い
年
に
な
る
よ
う

願
う
ば
か
り
で
す
。 

副議長

與口篤也≪№236≫

 東蔵王２

連
合
中
越
地
協
の
組
織
生
活
、
政
策
福
祉
、
教

宣
文
化
、
国
民
市
民
を
担
当
す
る
４
専
門
部
が
、

第
１
回
担
当
者
会
議
を
１
月
11
日
か
ら
23
日
に
か

け
て
開
き
、
一
年
間
の
課
題
協
議
と
計
画
づ
く
り

を
行
っ
た
。

連
合
中
越
地
協
幹
事
会

新
旧
役
員
引
継
ぎ
会

給
付
型
奨
学
金
を
求
め

街
頭
で
ア
ピ
ー
ル
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
迷
わ
ず
に

来
た
道
ど
こ
か

そ
れ
て
い
る
）
（
裏
金
も

表
の
金
も

妻
の
も
の
）
（
や
せ
る
お
茶

せ
っ
せ
と
飲
ん
で

水
ぶ
と
り
）
（
家
を
買
い

そ
れ
か
な
何
も

買
っ
て
な
い)
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連合中越加盟単組紹介
― 直加盟・ＲＢＮ労働組合―

４８

ＲＢＮ労働組合は、平成9年3月に㈱ライスボード新

潟労働組合として結成し、会社側の数多くの不当労働

行為と闘争を行い、平

成14年4月に同社が破

産してからは、組合管

理を経て、㈲エコ・ラ

イス新潟へと移り活動

を続けています。

現在は人数4名とい

う弱小組合ながら、小

規模である利点を生かし、協調しながら穏やかな活動

を行っています。今も活動が続けられるのは連合中越

の皆様の支

援の賜物だ

と感じてい

ます。経験

をこれから

に活かせる

よう頑張っ

て 参 り ま

す。

１月２０日（金）２０１７連合中越十日町支部・十

日町地区労福協旗開きを開

催しました。

前週から降り始めた雪も

一息つき、連合中越の小林

事務局長をはじめとした来

賓の方々と各単組の参加者

４８人が集まり、にぎやか

に会員同士の交流を深めま

した。

最後は春闘に向けて力を合わせて要求を勝ち取るた

め、声高らかに団結ガンバローで会を締めました。

連合十日町支部だより

1月17日(月)小千谷市のグリーンパークにて｢推薦市議会
議員市政報告会｣ならびに｢2017年連合小千谷支部旗開き｣が
開催されました。

第一部の｢推薦市議会議員市政報告会｣では、長谷川有理
市議と駒井和彦市議から小千谷市の現状と今後の課題につ
いての報告を頂きました。質疑の場面では、4月に開院が予
定されている新小千谷総合病院についての意見交換が行わ
れました。

第二部の｢2017年連合小千谷支部旗開き｣では、ご来賓と
して｢参議院議員風間直樹様秘書 高橋様｣、｢連合中越地協
與口副議長様｣、｢小千
谷市議会議員 長谷川
様｣、｢小千谷市議会議
員 駒井様｣、｢労金小
千 谷 支 店 長 細 木
様｣、｢総合生協中越支
局長 玉木様｣からご
出席を頂き、ご祝辞を
賜りました。その後、
橋本小千谷支部長から
新年の挨拶ならびに乾
杯の発声となり、宴会
では豪華景品のあたる
抽選会も行なわれ大い
に盛り上がりました。

2017年度も小千谷支
部は加盟組織全体で地域に根ざした活動を行っていきます
ので皆様のご支援ご協力を宜しくお願い致します。

連合小千谷支部だより


